



























































































　 3 を提示したのは武果（2009）である。武はYeh Meng 7 の提示した “还”
の三段階の歴史変化、すなわち
第一段階 （ 5 ～ 6 世紀）＝「動作の重複」。
第二段階 （ 7 ～ 9 世紀）＝「添加（さらに～も）」「逓増（さらに）」「状







































  ─ 107 ─ 
8  史的言語学についての用語の日本語訳は、前田満（2006）「Elizabeth C. Traugott 
and Richard B. Dasher: Regularity in Semantic Change（Cambridge: Cambridge 






































































还 1 ： 行為動作の持続・進行あるいは状況の持続を表すもの。「依然と
して」の意味を含む。
  ─ 105 ─ 
（　119　）
还 2 ： 項目・数量の増加、範囲の拡大を表すもの。
还 3 ： 程度あるいは数量が一段階上がることを表すもの。比較構文で常
用される。
还 4 ： 無理して何かを実現することを表すもの。まあなんとか～する。
还 5 ： ある基準に達してないことを表すもの。「まだ～」
还 6 ： あることがらが、予想した時間より早いか速いことを示すもの。
还 7 ： 譲歩。「～ですら」、後段の文で推論を述べるもの。











































　　　（昨日私は汾酒を 1 本飲んで、さらにビールを 3 本飲んだ。）
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  ─ 96 ─ 
（　128　）


























て、それが螺旋を描きつつ 1 ステップずつ進むモデル（図 3 ）を作成し、
手前側の「現状が持続する世界線」と反対側の「終了する世界線」の二
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